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（ジャルディー ニ他、ヴェネツィア、2017 年 5 月13日 – 11月26日）
金井 直
　
　11 月 26 日に幕を閉じた第 57 回ヴェネツィア・ビエンナーレ（2017 年）の入場者数







がある。たとえば、一般公開翌日の 5 月 14 日付の『ガーディアン』は、メイン会場に
おける政治的プロパガンダの回避、心地よきピクチャレスクぶり、さらにはビエンナー
レ全体に感じられる機知の欠如を遠慮なく指摘する（“57th Venice Biennale review – the 
Germans steal the show”, The Guardian, Web 版、2017 年 5 月 14 日）。『ニューヨーク・
タイムズ』の記事も「テーマの緊張感も批評への駆り立てもない」と、失望を隠さない
（“Venice Biennale: Whose Reflection Do You See?”, The New York Times, Web 版、2017
年 5 月 22 日）。日本語の美術系メディアも概ね同様の論調を示していたように思う。
　そもそもマセルが打ち出したメインテーマ「芸術万歳 VIVA ARTE VIVA」があまりにも
楽観的ではあったのだが、それを、なんの逆説や皮肉も交えることなく視覚化するように
見えた企画部門（ジャルディーニ会場内のメインパヴィリオンとアルセナーレ会場で開




































＊ 1　Mario Perniola, L’arte espansa, Torino, 2015, p. 97.
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丁寧に設えるキャンデス・ブレイツ Candice Breitz の作品（南アフリカ代表）。自国のイ
メージを積み上げて、アイデンティティの解れや撓みを露にするマルタ共和国（いささか
“ 狙い ” の見える展示ではあるが、しかし、非常に内容豊かで示唆に富んでいた）、島内各




して市内のコッレール美術館で開催されたシリン・ネシャット Shirin Neshat 展も、アゼ
ルバイジャンの多民族性、多文化性を引き受ける写真・映像インスタレーションとして注
目された。あるいはビエンナーレとはまったく別に組織され、島内で開催された「ディア
スポラ・パヴィリオン」（パラッツォ・ピザーニ、International Curators Forum 主催）も、




















や文化の特長を語るその文章（たとえば、“Japan’s unique view towards the natural world that centres on 
a symbiosis with nature, in addition to the Japanese values and sensitivity that can be observed through 
craft-like techniques” といった表現）に、関係者の意は、じゅうぶんに汲まれていただろうか。ことの細
部ではあるが、気になるところだった。
＊ 3　Perniola, op.cit ., pp. 89-97.
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「ビエンナリザッツィオーネ」を強く批判する。Tomaso Montanari, Vincenzo Trione, Contro le mostre,  
Torino, 2017, pp. 53-79.
＊ 5　Angela Vettese, Venezia vive. Dal presente al futuro e viceversa, Bologna, 2017, pp. 145-160.
第 57 回ヴェネツィア・ビエンナ レー
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次回美術展に関心を移しつつある。そうであればなおさら、「Power 100」（Art Review が
実施するコンテンポラリーアートワールド番付）的な話題づくりからは距離をとりながら、
むしろ 2017 年が残したこと、2019 年に続くことを、この都市でひきつづき探ってみる
のも良さそうだ。ヴェネツィアに留まる私の関心は、無論こちら側である。
